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定
。
更
に
、
定
期
接
種
の
対

象
年
齢
を
過
ぎ
て
実
費
で
任

意
接
種
を
受
け
た
方
に
対
し
、

費
用
の
助
成
を
行
う
。

　
６
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
４
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
３
件
に
つ
い

て
は
、
採
択
が
１
件
、
不
採

択
が
１
件
、
継
続
審
査
が
１

件
と
な
り
ま
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
校

連
携
事
業
に
つ
い
て
、
対
象

学
年
や
事
業
内
容
の
詳
細
を

伺
う
。

答　
対
象
は
福
生
第
三
小
学

校
の
第
６
学
年
の
児
童
が
和

太
鼓
を
、
第
３
学
年
か
ら
第

６
学
年
ま
で
の
児
童
が
藍
染

め
体
験
を
行
う
。
ま
た
、
福

生
第
五
小
学
校
で
は
、
第
１

学
年
、
第
２
学
年
、
第
３
学

年
と
第
５
学
年
に
お
い
て
民

族
音
楽
体
験
を
、
第
４
学
年

と
第
６
学
年
で
は
生
け
花
体

験
を
行
う
。

問　
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強

化
事
業
に
つ
い
て
、
副
校
長

補
佐
会
計
年
度
任
用
職
員
が

４
名
配
置
と
な
る
が
、
配
置

の
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
配
置
の
基
準
は
、
昇
任

２
年
目
ま
で
の
副
校
長
が
配

置
さ
れ
て
い
る
学
校
で
３
校
。

ま
た
令
和
３
年
10
月
の
時
間

外
在
校
時
間
が
80
時
間
を
超

え
た
副
校
長
が
配
置
さ
れ
て

　
６
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
１
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
貸
付
事
業
の
改
正
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
令
和
４
年
度
か
ら
、
生

活
保
護
基
準
の
１
・
５
倍
以

下
に
拡
大
さ
れ
、
対
象
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

３
０
０
万
円
を
補
正
し
た
。

問　
予
防
接
種
事
業
の
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
改

善
項
目
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
令
和
４
年
４
月
か
ら
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
勧
奨
が
再
開
さ
れ
、
定
期

接
種
の
対
象
と
な
る
世
代
は
、

小
学
校
６
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
相
当
ま
で
の
女
子
で
対

象
者
は
約
１
千
人
を
見
込
ん

だ
。
ま
た
、
当
該
定
期
接
種

を
受
け
る
機
会
を
逃
し
た
方

に
、
定
期
接
種
の
対
象
年
齢

を
超
え
て
接
種
を
行
い
、
対

象
者
は
約
２
２
０
０
人
を
予

５
０
０
円
券
の
26
枚
つ
づ
り

と
な
る
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て問　
認
定
が
こ
の
時
期
と
な

っ
た
理
由
を
伺
う
。

答　
国
道
16
号
の
６
車
線
化

へ
の
拡
幅
や
交
差
点
の
切
り

替
え
等
の
工
事
は
平
成
30
年

３
月
に
終
了
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
付
帯
工
事
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
都

道
と
も
接
し
て
お
り
、
相
武

国
道
事
務
所
と
都
と
の
維
持

管
理
等
の
協
議
に
時
間
を
要

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の

時
期
の
認
定
と
な
っ
た
。

問　
市
道
第
３
３
７
号
線
起

点
付
近
、
武
蔵
野
橋
高
架
下

の
牛
浜
側
に
設
置
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
遠
隔
に
よ
り
常
時
監
視

し
て
お
り
、
録
画
デ
ー
タ
及

び
機
器
の
維
持
管
理
は
相
武

国
道
事
務
所
で
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
市
道
と
な
っ
た
後
も
、

引
き
続
き
相
武
国
道
事
務
所

で
管
理
す
る
合
意
を
し
て
い

る
。

　
６
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分)

問　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
観
光

連
携
推
進
協
議
会
負
担
金
の

詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
令
和
４
年
度
よ
り
ハ
ロ

ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
サ

イ
ク
ル
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
導

入
。
福
生
市
と
立
川
市
の
間

で
一
定
の
条
件
で
利
用
さ
れ

た
方
に
自
動
で
無
料
ク
ー
ポ

ン
な
ど
を
付
与
す
る
た
め
の

ア
プ
リ
の
改
修
費
用
及
び
無

料
ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
特
典
費

用
を
ま
か
な
う
た
め
の
も
の
。

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
流
れ
と
商
品
券
の
構

成
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
７
月
よ
り
市
広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
、

申
込
み
受
付
は
８
月
１
日
か

ら
15
日
。
応
募
多
数
の
場
合

は
分
配
方
式
に
よ
る
抽
選
と

な
る
。
販
売
は
市
内
の
６
か

所
の
郵
便
局
で
９
月
１
日
か

ら
行
う
。
利
用
期
間
は
令
和

４
年
９
月
16
日
か
ら
令
和
５

年
１
月
31
日
ま
で
。
商
品
券

は
、
全
店
共
通
券
13
枚
と
、

大
型
店
を
除
く
店
舗
で
利
用

で
き
る
券
13
枚
を
合
わ
せ
た

い
る
学
校
で
１
校
で
あ
る
。

問　
今
回
の
補
正
の
歳
入
で

は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

９
千
万
円
と
あ
る
が
、
財
源

不
足
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
今
回
の
補
正
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど

の
特
定
財
源
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
る
が
、
主
に
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
で
マ

イ
ナ
ス
２
３
４
５
万
円
、
子

育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援

事
業
で
マ
イ
ナ
ス
２
０
３
６

万
８
千
円
、
予
防
接
種
事
業

で
マ
イ
ナ
ス
４
３
０
８
万
７

千
円
財
源
不
足
と
な
っ
た
た

め
。

問　
不
登
校
対
策
事
業
に
つ

い
て
、
事
業
内
容
の
詳
細
を

伺
う
。

答　
不
登
校
対
策
の
充
実
を

図
り
、
そ
の
成
果
と
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
調
査
研
究
を

行
う
東
京
都
の
委
託
事
業
で

あ
る
。
福
生
市
で
は
福
生
第

二
中
学
校
に
お
い
て
、
不
登

校
の
未
然
防
止
を
テ
ー
マ
に

研
究
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

●
中
央
図
書
館
改
良
工
事

（
建
築
）請
負
契
約

問　
近
く
に
は
福
生
第
一
中

学
校
が
あ
り
、
通
学
路
も
存

在
す
る
が
、
安
全
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
契
約
前
と
い
う
こ
と
も

あ
り
明
言
は
で
き
な
い
が
、

法
令
を
遵
守
し
、
生
徒
の
登

下
校
の
時
間
帯
を
避
け
、
資

材
等
搬
入
作
業
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

問　
本
事
業
を
予
定
価
格
事

前
公
表
対
象
案
件
と
し
た
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
福
生
市
で
は
、
入
札
事

務
の
透
明
性
の
確
保
、
公
平

性
及
び
競
争
性
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
19

年
度
か
ら
対
象
案
件
を
１
３

０
万
円
以
上
の
工
事
案
件
と

し
て
予
定
価
格
の
事
前
公
表

を
行
っ
て
い
る
。

●
中
央
図
書
館
改
良
工
事

（
空
調
設
備
）請
負
契
約

問　
今
回
の
工
事
は
共
同
企

業
体（
Ｊ
Ⅴ
）と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
Ｊ
Ⅴ
に
発
注
す
る

と
い
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
福
生
市
と
し
て
は
、
Ｊ

Ⅴ
と
し
て
工
事
を
受
注
さ
せ

る
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
の

受
注
機
会
の
増
大
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
構
成
員
と

な
る
企
業
に
と
っ
て
も
Ｊ
Ⅴ

と
し
て
公
共
事
業
を
受
注
し

た
実
績
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

●
市
道
幹
線
Ⅱ
―
11
号
線

（
本
町
通
り
）電
線
共
同
溝
設

置
工
事（
第
二
工
区
）請
負
契

約問　
入
札
の
参
加
社
は
６
社

で
、
そ
の
内
５
社
は
辞
退
と

な
っ
て
い
る
が
、
主
な
辞
退

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

▲市道第336〜338号線を現地視察

▲�改良工事を行う中央図書館

総
務
文
教
委
員
会

●
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
一
般
表
彰
に
つ
い
て

　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
貢
献
さ
れ
た
西
村
理
氏
、

学
校
薬
剤
師
と
し
て
貢
献
さ

れ
た
吉
野
美
佐
子
氏
、
横
田

陽
子
氏
、
交
通
安
全
推
進
委

員
会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
三
浦
宣
詔
氏
、
環
境
審
議

会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た

祖
父
江
重
夫
氏
、
廃
棄
物
減

量
等
推
進
員
と
し
て
貢
献
さ

れ
た
森
田
芳
隆
氏
、
保
護
司

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
田
村
祥

子
氏
、
民
生
委
員
推
薦
会
委

員
、
防
災
会
議
委
員
、
青
少

年
問
題
協
議
会
委
員
を
は
じ

め
各
種
委
員
会
、
審
議
会
の

委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
秋

山
美
左
江
氏
、
廃
棄
物
減
量

等
推
進
員
及
び
青
少
年
問
題

協
議
会
委
員
と
し
て
貢
献
さ

れ
た
川
浪
裕
之
氏
、
消
防
団

員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
方
や

現
在
も
な
お
活
躍
さ
れ
て
い

る
松
原
朝
範
氏
、
飯
田
理
広

氏
、
小
林
真
氏
、
田
中
秀
斉

氏
、
髙
﨑
雅
俊
氏
、
田
村
宜

則
氏
、
堀
江
祐
樹
氏
、
明
智

弘
樹
氏
、
井
上
大
地
氏
、
笹

本
弥
亜
氏
、
岡
部
広
和
氏
、

沖
倉
慶
充
氏
、
荻
原
崇
広
氏
、

尾
澤
祥
太
氏
、
髙
水
康
平
氏
、

廣
瀬
駿
氏
、
伊
東
隆
広
氏
、

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

多
額
の
現
金
を
寄
附
さ
れ
た

町
田
優
子
氏
、
臼
井
暁
子
氏
、

市
道
用
地
と
し
て
土
地
を
寄

附
さ
れ
た
内
田
和
一
氏
を
一

般
表
彰
す
る
も
の
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

備
局
相
武
国
道
事
務
所
と
周

辺
道
路
の
維
持
管
理
に
関
す

る
覚
書
を
締
結
し
た
こ
と
に

伴
い
、
国
道
16
号
拡
幅
整
備

後
、
武
蔵
野
橋
北
交
差
点
の

周
辺
に
整
備
さ
れ
た
新
た
な

路
線
は
福
生
市
が
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
道
路
法
第
８
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
市
道
と

し
て
道
路
認
定
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
に
よ
る
保
育
所
等
や

小
・
中
学
校
の
給
食
食
材
費

の
高
騰
対
策
及
び
高
齢
者
の

家
計
支
援
に
係
る
施
策
の
実

施
に
当
た
り
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億

８
６
１
８
万
７
千
円
を
追
加
、

総
額
を
２
６
８
億
３
５
５
８

万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

　
歳
入
は
、
国
庫
補
助
金
で

新
た
に
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
対
応
分
の
交
付
限
度
額
が

示
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
１
億
６
６
１
８

万
７
千
円
と
、
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
２
千
万
円
。

　
歳
出
の
う
ち
、
社
会
福
祉

費
は
、
高
齢
者
の
家
計
支
援

と
し
て
１
万
円
分
の
シ
ニ
ア

お
買
物
券
配
布
事
業
に
１
億

７
６
７
６
万
円
。
給
食
食
材

費
の
高
騰
対
策
で
は
、
児
童

福
祉
費
で
保
育
所
運
営
事
業
、

認
定
こ
ど
も
園
施
設
型
給
付

事
業
、
地
域
型
保
育
給
付
事

業
に
４
４
５
万
４
千
円
、
教

育
総
務
費
で
は
、
給
食
食
材

調
達
事
業
を
７
８
１
万
３
千

円
増
額
す
る
。

▲臨時さくらクラブ（三小学童クラブ）を現地視察


